
坂祝町子ども・子育て支援事業計画の策定に向け、案に対する意見募集を行いました。

結果は以下のとおりです。これらの意見を参考にさせていただいた上で、最終案を検討・作成してまいり

たいと思います。ご協力をいただきありがとうございました。

１．意見募集期間 平成２７年２月６日（金）～平成２７年２月２６日（木）

２．意見の提出状況

＊意見提出者数 　１名

＊延べ意見数　　１件

３．提出された意見と町の考え方（下記のとおり）

４．問い合せ先 　坂祝町教育委員会こども課　電話２６－７１５１

NO 提出されたご意見の概要 ご意見に対する町の考え方

1

貴重なご意見をありがとうございます。

ご質問について、以下の４点について考えを述べさせていただきます。
１“児童館”は必要でしょうか？
２　重要なのは「いかに有能な方たちに預かってもらうか、利用しやす
いところにあるか」ではないか？
３　現存の施設の有効利用、遊休施設のリフォーム、空家の借上げな
どの検討はできないか？
４　ちびっこ広場の見直し、有効利用を考えなくてはならないのではな
いか？

１について
　最初に、子育て環境整備事業キックオフフォーラムで“児童館的な施
設”と表現して、小学校で放課後子どもプラン（子どもクラブ及び子ども
教室）を実施している、キッズドリームワールドとの混乱がありましたの
で、区別をする意味で“子育て支援拠点施設”と表現します。
“子育て支援拠点施設”は必要であると考えています。理由は以下の４
点です。
①当事者ニーズが大きいです。また、関係者の皆さまからも、コミュニ
ティーセンターでは狭すぎる。もっと充実した施設や公園が必要との声
をいただいています。
②県内各地には８７か所の児童館・児童センターがあります。それがな
いところでも、センター型の事業展開ができる子育て支援拠点施設が
あります。坂祝町は、拠点のセンターがなく各種事業を分散して行って
いる状況です。
③日本創生会議が発表した、消滅可能性がある地域からは坂祝町は
外れています。しかし、若い女性の人口減少は否めないのが現状で
す。国が展開する子育て支援施策（例えば、利用者支援事業）を展開
するだけでも現在の環境では困難です。若い世代に選ばれる地域にな
るためには、子育て環境整備が必要であると考えています。
④多世代に参加していただいて、子育て支援を核に地域づくりやまち
づくりをするためには、拠点が欠かせないと考えます。

  今後の計画の部分で具体的な事項があまり感じ取れませ
んでした。
それより私の感じる所では、“児童館建設ありき”になってい
ませんか？
子育て・親育ては重要な事だと感じます。　子供会（育成
会）から親のエゴで脱会してしまう事など許せない事です。
特に地域での子育て・親育てに協力をしていきたく思いま
す。
 しかし、“児童館”は必要でしょうか？　無いよりはあった方
がいいでしょうが、建設費用はどうするのでしょうか？
少子高齢化の時代にあえて“ハコ”作りは必要でしょうか。
重要なのは、・いかに有能な方達に預かってもらうか・利用
しやすい所にあるかではないでしょうか。
現存の施設の有効利用・遊休施設のリフォーム・空家の借
り上げ　など検討できませんか。　　重要なのは、費用が掛
かっても有能な人材を配置する事だと思います。
 また、公園の話も聞こえてきますが、町内の各所に ちびっ
こ広場 があります。遊具は設置当時のままです。
 公園建設の前に、この辺りの見直し・有効利用を考えなく
てはならないと思います。

坂祝町子ども・子育て支援事業計画（案）意見募集結果

提出されたご意見の概要とご意見に対する考え方



２について
ご意見の通りです。子育て支援に携わる人材の発掘・育成がとても大
切だと考えます。
“子育て支援拠点施設”完成までには時間がかかります。まずは、人
材の発掘と育成を行っていく予定で、実施のプログラムを検討していま
す。場所については、利便性・安全性・面積等を考慮します。

３について
　地域子育て支援拠点事業“つどいの広場アンブレラ”を平成２０年７
月からコミュニティーセンターで実施していますが、開設にあたり場所
がないために大変苦労した経緯があります。幼い子ども達が集う施設
ですので、耐震性や安全面、衛生面には大変気をつかいました。サン
ライフや中央公民館、キッズドリームワールド、東館等も検討しました
が、既存の施設には本来の目的があり、本格的なリフォームはできま
せん。また、相応しい空家を見つけることもできませんでした。結局、親
子療育通園事業（つくんこ教室）と地域子育て支援拠点事業（つどいの
広場アンブレラ）をコミュニティーセンターで行い、子育て支援施設と位
置づけましたが、療育のニーズも高く、アンブレラの利用者も多いので
スタッフは勿論のこと、ご利用者にもご不便をおかけする場面がありま
す。また、サロンや学級等に対応できる施設ではありませんので、その
ような時にはサンライフや中央公民館を利用するのですが、公用車に
沢山の玩具や必要道具を積んでの移動となっています。

４について
昨年、８月・９月に子育て中の保護者に集まっていただき、子育てカ
フェを開催しました。お母さん方が望んでいらっしゃる公園は、水場や
日影があり、見守っていれば安心に遊べる公園です。また、幼児だけ
でなく小学生も含めて家族で遊べる公園です。みなさん、富加町の半
布ヶ丘公園や美濃加茂市の前平公園等、近隣の公園に遊びに行って
おられます。
ちびっこ広場を見直し、有効利用を考えていく必要はありますが、当事
者のニーズに対応した公園とは異なると考えます。

今後は、ワークショップ等を開催して、住民の皆さまの声やアイデアを
集約していきます。「坂祝町にはこんな施設が必要ではないか！」「坂
祝町にあったらいいな！」等の話し合いをしていく予定ですが、その中
に、子育て支援拠点施設や児童公園は必要ないという声があれば、そ
ういった意見にもしっかりと耳を傾けていきながら、取り組んでいきたい
と考えています。

  今後の計画の部分で具体的な事項があまり感じ取れませ
んでした。
それより私の感じる所では、“児童館建設ありき”になってい
ませんか？
子育て・親育ては重要な事だと感じます。　子供会（育成
会）から親のエゴで脱会してしまう事など許せない事です。
特に地域での子育て・親育てに協力をしていきたく思いま
す。
 しかし、“児童館”は必要でしょうか？　無いよりはあった方
がいいでしょうが、建設費用はどうするのでしょうか？
少子高齢化の時代にあえて“ハコ”作りは必要でしょうか。
重要なのは、・いかに有能な方達に預かってもらうか・利用
しやすい所にあるかではないでしょうか。
現存の施設の有効利用・遊休施設のリフォーム・空家の借
り上げ　など検討できませんか。　　重要なのは、費用が掛
かっても有能な人材を配置する事だと思います。
 また、公園の話も聞こえてきますが、町内の各所に ちびっ
こ広場 があります。遊具は設置当時のままです。
 公園建設の前に、この辺りの見直し・有効利用を考えなく
てはならないと思います。


